
資料７ 

○3節－2 貝類漁業対策(2) 

１．網袋を利用したアサリ生産技術開発の内容および経過報告 

（１）目 的 

三番瀬ではアサリの冬季減耗により生産量が減少する。網

袋により冬季のアサリの保護育成効果などを評価すること

で，生産現場での利用方法を検討する。 

 

（２）技術開発の結果概要 

  身入りの良さを売りにする養殖技術になる可能性がある 

 

 

（３）今 後 

 網袋を利用したアサリ生産技術の普及と養殖試験（販売試験）の取組の支援 

 
図 1 試験区の位置 

 
図 2 生残率 

       (網袋区 vs 垂下区) 
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図 3 肥満度 

          (網袋区 vs 垂下区) 

図 4 増重率 

          (種苗収容密度) 

図 5 三番瀬のアサリ月別平均 

  生産量(過去 10 年平均) 
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網袋設置のイメージ 

網袋の大きさ 

60×40 ㎝ 


